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プロジェクト名 支援のつながりプロジェクト（学齢期編）

プロジェクトの
必要性

令和５年度家族への支援部会にて行ったQ-SACCSで、支援者が様々な
社会資源を活用しきれていないという課題を抽出した。それらの支援
機関の情報をまとめたガイドブック等は既にあるが、既存の情報提示
では、各資源の活用にはつながらず、別のアプローチが必要と考えら
れた。
そこで各支援機関が児童や保護者に対して、どのような支援をしてい
るか？他機関にどのようにつなぐか？といった現実的な支援が見える
ようなガイドブックを作成すれば、各機関の役割や機能の認識が深ま
り、活用のための“つなぎ”も適切に行えるようになるのでは…と考
えた。
このような事例を用いたガイドブックは、年代ごとの支援機関を集め
なければ、現実的な状況をまとめることが難しいため、既存の部会で
はなく新規のプロジェクトが必要と考え、令和６年度は幼児期編のプ
ロジェクトを設立し、『支援のつながりガイド（幼児期編）』を作成
した。
令和７年度においては、「学齢期」を対象としたガイドブックを作成
するため、新規プロジェクト「支援のつながりプロジェクト（学齢期
編）」を立ち上げたい。

期待される成果

支援者が社会資源について、より詳しく把握できることで、保護者に
適切に情報提供がなされたり、支援のつなぎが期待できる。特に経験
の少ない支援者にとって、社会資源の情報は、自身の機関や地域につ
いて知る手掛かりとなり、自身の機関がどこまで支援を担うのか、そ
の役割や立場を把握する一助になると考える。

プロジェクトの期間 令和７年７月〜令和８年３月

プロジェクトの
メンバー

令和７年度は、学齢期の支援機関の方々に依頼する予定
・教育：教）学びの支援担当課、教育相談担当課
・福祉：放課後等DS事業所、自立支援協議会子ども部会、おがる
・医療：ちくたく

プロジェクトの計画

令和７年度は、小学生から高校生の期間に受けられる教育現場でのサ
ポートや障害福祉サービス等を案内し、それらがどのように活用され
ているか、各機関がどのように連携しているか、事例をとおして伝わ
るようなガイドブックを作成する。
① ７月頃　第１回：社会資源編の案、事例案を作成（実態の共有）
② ９月頃　第２回：事例上の支援機関の動き、連携について検討
③ 12月頃　第３回：社会資源編に掲載する各機関、サービスについ
て確認
→部会で報告。次年度以降の動きを検討する


